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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「上期決算の概要」「通期の業績見通し」「中期経営計画の進捗」について説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第2四半期の業績は、期初の予想を上回って着地しました。
売上高は、前年同期に比べ33.0％増の1,698億円、経常利益は前年同期の1億9千万円の損失から13億円の利益となりました。
通期業績の見通しについては、売上高は前期比20.4％増の3,260億円、経常利益は50.9％増の40億円の見込みです。
中期経営計画の進捗については、計画は順調に進んでいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第2四半期の決算について説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第2四半期の決算について説明します。
連結売上高は、前年同期比421億円増の1,698億円となりました。
これは、通信機器向け半導体の需要が大幅に伸び、産業機器や自動車、ゲーム機向けの半導体も増加したことによるものです。
売上の増加に伴い、営業利益は前年同期の4億円の赤字から17億円の黒字に転換、経常利益も1億9千万円の赤字から13億円の黒字となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
デバイス事業の売上は、前年同期の1,055億円から1,503億円へと大幅に伸長しました。
増加したのはアナログICと特定用途ICです。
アナログICは、産業機器向け、自動車向け、ゲーム機向けが好調に推移しました。
特定用途ICは、通信機器向け半導体で需要が増加したことによるものです。
また自動車の車内通信向けも市場拡大により伸長しました。
一方減少した項目は、マイクロプロセッサです。
これは、今年2月にNXPセミコンダクターズ社と代理店契約を解消したことによるものです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
デバイス事業を用途別で説明します。
シェアが減少しているのは自動車、産業機器、コンピュータOAですが、通信機器が大幅に増加したことにより相対的に低下しているもので、売上規模はいずれも増加しております。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
システム事業の売上は、前年同期の222億円から195億円に減少しました。
減少したのは、試験計測機器と医用機器です。
試験計測機器は、昨年好調だった電子部品組立検査装置の反動減で減少しました。
医用機器については、MRIやCTなど画像診断装置が減少しました。
一方、増加したのは、航空宇宙機器、科学機器、レーザ機器です。
レーザ機器は、微細加工装置や産業機器組込み用半導体レーザが好調に推移しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
経常利益の増減要因について説明します。
売上総利益は、売上の増加により19億円増加しました。
販管費は、退職給付費用の減少などにより、2億5千万円減少しました。
営業外収益では、為替差益が1億2千万円から6百万円に減少しました。
一方、営業外費用では、支払利息が1億5千万円増加したほか、貸倒引当金繰入3億6千万円を計上しました。
この結果、経常利益は13億円となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
貸借対照表の概要を説明します。
総資産は、前期末に比べ187億円増加しました。
受取手形及び売掛金の増加は、通信機器向け半導体の売上増加に伴うものです。
負債については、前期末に比べ189億円増加しました。
これは運転資金の増加に伴う短期借入金の増加によるものです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
キャッシュフロー計算書の概要を説明します。
営業キャッシュフローは、126億円の資金の流出となりました。
これは税引前当期純利益が11億円だった一方で、売上債権や棚卸資産が増加したことによるものです。
投資キャッシュフローは、情報システム投資に伴う無形固定資産の取得による支出などにより5億円の資金流出となりました。
この結果、フリーキャッシュフローはマイナス132億円となりました。
これに対応する財務キャッシュフローは、短期借入金の増加により、165億円の資金の流入となりました。
以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は154億円となりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここ数年の大きな流れである、M&Aによる世界的な半導体メーカーの勢力地図の塗り替わりが続いています。
当社の主要顧客である国内メーカー向けの販売状況も、自動車や産業機器が比較的堅調に推移している一方で、民生機器やコンピュータは市場規模が縮小している状況が続いています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この様な状況のなか、当社は、2019年3月期を最終年度とする中期経営計画で、基本方針として、「業界再編へのキャッチアップ」、「イノベーションへの積極投資による新規事業創造」、「資本効率の向上」を掲げ、経営指標としては、ROE8％以上の達成を目指し、積極果敢に経営を推進しております。


L i)

[57)\A REEK] 4 DODEDHH

T INA REH

MARLIBUN CORPORATION

O N—RAESRADEIE
@ RERMHimTODHEFRME
3 FABMDEFR{CHEE

RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRR


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
デバイス事業では、「ベースビジネスの強化」、「成長市場での事業強化」、「新規商材の事業化推進」、「グローバル展開の加速」の４つの取り組みを進めています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年度上期の概況では、今年2月末にNXP社との代理店契約を解消した影響が懸念されましたが、結果的に他のビジネスの伸長により、売上は大幅に増加、新規案件発掘数も前年同期並みを確保することができました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
デバイス事業の４つの取り組みの上期の状況をご説明致します。
「ベースビジネスの強化」では、特に自動車・産業機器市場に注力しています。
自動車市場については、100年に一度の変革期と言われ、新技術の開発、導入が加速しています。
当社では、運転支援やネットワーク接続、EV・HEV、ドライバーモニターなどを今後注力すべき車載アプリケーションと捉え、商材の拡充やソリューション強化、顧客との関係構築に取り組んでいます。
また、産業機器向けでは、昨年度、Texas Instruments社の代理店であるケィティーエルを子会社化したことにより顧客基盤が広がり、工作機器やサーボモータ向けの需要が大きく増加しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「成長市場での事業強化」では、IoTでの取り組みを強化しています。
5月の説明会でご紹介したAfero社のIoTプラットフォームやMC10社のバイオセンサーなどのユニークな新規商材と、当社オリジナルのセンサーモジュールやマイコン、無線通信技術を組み合わせたソリューションの提案を推進し、新たな市場を開拓しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「新規商材の事業化推進」については、FINsix社の小型電源技術を用いたPC向け電源アダプタ「Dart」の販売を国内で開始したことをトピックスとしてご紹介します。
8月にクラウドファンディングを通じて先行予約を開始したところ、予想を大幅に上回る申し込みを頂き、10月からはアマゾンを通じて一般販売を開始しており売れ行きは順調です。この電源技術は、民生機器やPCメーカーなどへの組込み製品でも商談が進行中で、今後の展開を大いに期待しています。
また昨年より取扱いを開始したBroadcomのIoT部門を買収したCypress社製品は、自動車向けIoT製品を中心として売上が伸長しており、今後はマイコン等他の商材の拡販も進めてまいります。
Eink社の電子ペーパーについては先月開催された家電見本市CEATECで紹介された電子コミックに搭載されました。電子楽譜などにも採用され、用途が広がっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「グローバル展開の加速」では、これまで欧州において、今年度中にもオフィスを開設できる見込みとご説明して参りましたが、先日、プレスリリースしましたように、丸文アローヨーロッパを開設し、今月から営業を開始します。
ヨーロッパはかねてより、日系の自動車関連企業を中心に、当社のサポートを強くご要望頂いておりましたが、その第一歩としてハンガリー・ブタペストに拠点を開設しました。ハンガリーを皮切りに順次、ユーロ圏内での拠点の拡充を進めていく計画です。
持分法適用会社ではある丸文アローUSAを中心とした北米事業は、引き続き自動車向けが好調で事業をけん引しており今後も着実な成長を見込んでいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
システム事業では、「マーケットインとカスタマーイン」の「顧客志向」をベースにして、「エンジニアリングサービスの拡充」や「システムインテグレーションの強化」に取り組んでおります。
昨年度は、システム事業では過去最高水準の営業利益を記録しました。
今年度も通期で、前期の売上・利益を上回る業績となる見通しです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
レーザ機器では、エンジニアリング子会社であるフォーサイトテクノが、微細加工装置や焼き入れ装置などを独自に製造、当社が民生機器や自動車製造などの市場に向けて販売することで、受注が着実に増加しています。
情報通信機器では、東京オリンピックに向けて拡大が見込まれる通信インフラ市場に対して、タイムサーバやGPSシミュレータなどの機器販売を推進しております。
今年度からはコンサルテーション業務を本格的に開始し、お客様の5Gインフラ構築を支援することで、業界での地位確立と事業拡大に取り組んでまいります。
さらにはICT化が急激に進む自動車市場にも参入し、自動車のネットワーク接続、いわゆるV2X分野にもタイミング同期やGPSシミュレータなどの製品販売を開始しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
航空宇宙機器では、人工衛星に使用される半導体などの高信頼性部品の受注促進に取り組んでいますが、新たに人工衛星用の太陽電池パネルの販売を手掛けるなど、商品ラインアップの拡充も進めています。
医用機器では、今年4月に池田医療電機を丸文通商に統合し、一体運営で新潟県内での販売、保守サービスを強化。より幅広い製品群と高品質の保守サービスを提供するとともに、引き続きエリアの拡大による事業規模の拡大も図っていく方針です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
通期の業績見通しについて説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
通期の業績は売上・利益ともに上方修正を発表しました。
売上高は、期初予想では前期比106億円の減収を見込んでいたものの、660億円上振れて3,260億円となる見込みです。
これはデバイス事業で通信機器、産業機器、ゲーム機向けの伸長を見込んでいること、またシステム事業でも上期は減収とご説明しましたが、通期では増収に転じることによるものです。
売上の増加により、経常利益は期初予想では33億円を予想していましたが、7億円上振れて40億円となる見込みです。
前期比では、売上高は553億円増、経常利益は13億円増となる見通しです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
デバイス事業は前年度の2,201億円から2,740億円に増加する見込みです。
増加するのは、アナログICや特定用途IC、電子部品です。
アナログICは、産業機器、自動車、ゲーム機向けの増加を見込んでいます。
特定用途ICは、上期に引き続き、通信機器向けの増加を見込んでいます。
電子部品は、産業機器向けコネクタや電子ペーパーの増加を見込んでいます。
一方、メモリーICとマイクロプロセッサは減少する見通しです。
メモリーICはPC向けで減少を見込んでいます。
マイクロプロセッサの減少は、NXPセミコンダクターズ社との代理店契約解消によるものです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
システム事業ですが、上期では前年同期比で減少しましたが、通期では前年度の505億円から520億円へと増加を見込んでいます。
航空宇宙機器は、人工衛星搭載用部品の増加を見込んでいます。
レーザ機器は、上期に引き続き、微細加工装置や産業機器組込み用半導体レーザの増加を見込んでいます。
試験計測機器は、電子部品組立検査装置の反動減を見込んでおりますが、上期は23億円の減少となったものの、通期では5億円の減少に縮小する見込みです。
医用機器も画像診断装置が減少する見通しです
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
経常利益の増減要因について説明します。
売上総利益については、売上の増加により前年度より12億円増加を見込んでいます。
販管費の減少は、退職給付費用の減少によるものです。
営業外費用では、上期に計上した貸倒引当金繰入3億円に加え、支払利息の増加を見込んでおります。
この結果、経常利益は13億円増加の40億円を予想しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
株主の皆様への利益還元ですが、当社は、連結配当性向30％以上を目安として配当を決定しています。
また、おかげさまをもちまして当社は今年7月に、会社設立70周年を迎えることができました。
これもひとえに株主の皆様をはじめとする関係各位のご支援の賜物と心より感謝申し上げます。
株主の皆様への感謝の意を表すため、期末配当で1株あたり5円の記念配当を実施する予定です。
これにより、今期の期末配当金は、1株当たり普通配当15円、記念配当5円の合計20円とし、中間配当と合わせて年間で30円を予定しています。
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